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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

ヒトでは酸素貯蔵と酸素運搬の役割はそれぞれミオグロビンとヘモグロビンが担っているが、節足動物
や軟体動物の酸素貯蔵および運搬はヘモシアニン（Hc）が担っている。Hc はタイプ 3 銅含有タンパク質
の一つであり、本研究で用いる節足動物の Hc は類似したサブユニットが 6 個集まった 6 量体を構造ユニ
ットとして超分子を形成する。各サブユニットは一対の二原子銅からなる活性部位を 1 つ有し、各々の活
性部位に酸素 1 分子が結合する。Hc はヘモグロビンと同様、酸素分子脱着において協同効果を示すこと
が良く知られているが、pH による酸素結合能の違い（ボーア効果）や協同効果に影響を与える因子の分
子機構に関しては依然不明な点も多い。 

本研究では、Hc における協同効果の分子論的作用機構の理解のため、節足動物由来 Hc の酸素結合挙動
に pH および乳酸が及ぼす影響およびその作用機構の解明を行った。乳酸が及ぼす影響は、紫外可視吸収
分光法、等温滴定カロリメトリー(ITC)法、フラッシュフォトリシス法を用いて調べた。乳酸添加により、
酸素結合速度定数 kobsは単量体 CaeSS2 では変化しなかったが、ホモ 6 量体を形成する CaeSS3 では大きく
なった。Hc と乳酸の相互作用を ITC により調べた結果、単量体 CaeSS2 は乳酸と結合しなかったが、CaeSS3
のホモ 6 量体と結合した。以上の結果および昨年度の結果より、乳酸は Hc 多量体と結合し四次構造変化
を誘起することにより kobsが増加すると推測された。 

6 量体構造ユニット 1 つから成る Panulirus interruptus Hc、6 量体構造ユニットがそれぞれ 2 つあるいは
4 つ集まった Carcinus aestuarii Hc と Upogebia pusilla Hc を比較したところ、酸素結合速度に対する乳酸添
加の影響は Upogebia pusilla Hc で最も大きく、Panulirus interruptus で最も小さかった。 
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